
 

 

5 月 23 日（木）、平成 31 年度通常総会を

開催しました。正会員 122 名中 31 名の出

席（委任状 42 名）のもと平成 30 年度の事

業報告並びに収支決算及び平成 31 年度事

業計画並びに収支予算、役員改選の 3議案

の承認を頂きました。総会終了後、藏原玉

名市長をご来賓としてお迎えし、懇親会を

開き会員相互の交流を深めました。 

（事務局Ｇ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NPO 法人 髙瀬蔵 
熊本県玉名市高瀬 155-1(〒865-0025) 
TEL・FAX 0968-72-2480 
E-MAIL takasegura@aria.ocn.ne.jp 
URL http://www.tamana-cci.or.jp/NPO/indexf.html 
開館時間 10:00～24:00(イベント開始時間により変更あり) 

会員の皆様方にはＮＰＯ法人髙瀬蔵の事業運営につきまして、絶大なる

ご支援とご協力をいただき有難く感謝申し上げます。本年で開館 14 周年

となりますが、年を経るごとに会員やスタッフの減少が懸念されるところ

です。つきましては、会員の皆さまより新規会員やボランティアスラッフ

の方のお誘いを頂きますようお願いしたします。 （事務局） 

NPO 法人髙瀬蔵（令和元年 7 月 1 日発行） 

 会報 Vol.54 

◆◆◆ 開館１４周年 ◆◆◆ 

6 月 8 日（土）、今年も恒例の若蔵がしょうぶまつり最終日を締めくくるように元気に開催されまし

た。3 校の代表 7 名の役員で会議を行い、事前の広報活動や当日の進行などについて話し合い、当日

を迎えました。今年は心配していた天候にも恵まれしょうぶの花も美しく、ホールの中での販売に加

え、裏川でも積極的にお客様に声をかける姿が見られました。 

いつもは売れ筋だったものが売れ残ったり、そうでないものが品切れしたり商品の管理など、問題

点も残ったかと思いますが、一日限りの高校生デパートが生徒一人一人に髙瀬蔵での思い出になれば

嬉しいものです！                       （商店会イベント部会 猿渡） 

 

3 校による裏川でのプレイベント広報隊！ 

いらっしゃいませー！の掛け声 

本年も押花展を開催しました！ 

裏川の花菖蒲が一番美しく咲いてい

る時季に押花作品展ができるのは幸せ

です。 

 四季折々の色んな花を、色そのまま

に乾燥させ絵具として使い、ひとつの

押花絵が出来上がります。出会いの場

に感謝です。 

  「押花サークル・ルピナスの会」 

吉村美津子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年恒例の「玉名ブランド物産協会展」は

5 月 24 日から 30 日までの期間に開催し、本

年も多くのお客様にご来場いただきました。 

「玉名ブランド物産協会」出店者一同心より

お礼を申し上げます。来年も開催いたします

ので、よろしくお願いいたします。  

玉名ブランド物産協会 

 

 6 月 15 日、髙瀬界隈巷間噺第 10 話「高瀬目鏡橋の健康診断」を開催しました。 

 嘉永元年(1948)年の架橋から 170 年にあたる昨年、市の事業として健全度調査が行われました。幸い

平成 28 年熊本地震では目立つ損傷は認められていないものの、震度 5強の揺れに襲われていることから

実施することになったものです。調査にあたられた（株）建設プロジェクトセンターの中村秀樹さん、

佐々木憲幸さんのお二人と、市文化課の担当者石松直さんに、架橋の経緯から調査の概要と結果などに

ついてお話いただきました。荒尾市、熊本市や嘉島町などからもお越しいただき、充実した質疑があっ

ていました。ホールでのお話の後は現地で実物を前に解説していただきました。アーチの内側にも石材

の亀裂がありますが、現状では積み直しを要する程ではないようです。また、ふくらんだ壁石と欄干に

ついては解体修理の必要があるのではないかとのことでした。そのほか、石材の使い方などの特徴につ

いても学ぶことができました。                      （文化部会 竹田） 

第 15 回目の花しょうぶまつり窯元展を開催しました。昨年に比べ来場者の方が多かったようです。 

今回は「掛けて楽しむ焼き物展」という新しい企画を試み、従来の企画や展示をさらに充実させるべ

く、ご来場の方々に楽しんでいただくよう努力しました。そのため準備に１日半ほどかかり、１日目の

来場者の方々にご迷惑をお掛けしましたが、窯元展としての完成度は高まったと思っております。 

来年も今年の反省を踏まえて、窯元展を続けていきたいと考えております。 

最後に関係者の皆様に、大変お世話になったことを感謝いたします。      

（荒尾・玉名地域窯元振興会 事務局長 中村秀昭） 


